
東京電力ホールディングス株式会社
５・６号設備運用状況等

2024/3/28現在
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6号機に貯蔵中の4号
機の新燃料の洗浄・搬
出

（実績）
・洗浄(線量測定のみ）
（予定）
・洗浄

現
場
作
業

・2021年12月：洗浄装置設置終了
・2022年1月：洗浄開始（線量が低いため、線量測定のみ実施中）
・2022年3月24日　180体の線量測定完了　線量が低いため洗浄は実施せず

運
用
管
理

５
・
６
号
設
備
運
用
状
況

7月6月

１．設備維持

5号機使用済燃料の冷
却

現
場
作
業

現
場
作
業

（実績）
計画的な点検の実施
（予定）
計画的な点検の実施

現
場
作
業

（実績）
使用済燃料の冷却継続(2015/6/1使用済燃料プールへの燃料移動完
了）
（予定）
使用済燃料の冷却継続

（実績）
使用済燃料の冷却継続(2013/11/29使用済燃料プールへの燃料移動完
了）
（予定）
使用済燃料の冷却継続

現
場
作
業

ＤＧ、冷却設備等の維
持

２．使用済燃料
の冷却

（実績）
・解体・除染・再組立
（予定）
・解体・除染・再組立

備　考
分
野
名

括
　
り

作業内容

５・６号設備運用状況

5月
これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

9月以降4月3月

上 中 下

8月5月

・2018年４月2４日：実施計画変更認可申請
・2018年10月22日：実施計画変更認可
・2018年8月下旬：搬出準備作業を開始。
・2019年９月下旬：解体・除染作業再開（準備作業含む）
・2019年11月25日：新燃料除染作業における燃料棒の曲げ事象が発生し、作業中
断。
・2020年4月8,9日：健全燃料棒71本を除染・再組立てしNFVに収納。
・2020年4月22日～24日：曲がり燃料棒の曲げ戻し作業を実施。
・2020年4月27日：曲げ戻した燃料棒（1本）を71本の健全棒が挿入された燃料
集合体に挿入、新燃料貯蔵庫（以下，NFV）へ収納。
・2020年11月27日：今年度予定されていた解体・除染作業15体終了。
・2021年1月29日：解体除染で発生した廃棄物（部材等）の減容作業終了
・2021年７月12日：プール外への新燃料搬出時に経由するチャンネル着脱機の使
用前点検で不具合発見
・2021年度の解体・除染の時期について2023/1に変更。
・チャンネル着脱機の上昇機能を用いない治具等を製作済
・2023年1月27日：プール内の11体の新燃料（国産品）の解体・除染・再組立を
実施しNFVへ収納。
・海外品56体についてNFVへ収納済み。除染などの対応は不要。

現
場
作
業

３．滞留水の処
理

6号機使用済燃料の冷
却

６号機の新燃料の除
染・搬出

５．新燃料の搬
出

４．　５・６号
サブドレン設備
の運転

（実績）
・サブドレン水移送
（予定）
・サブドレン水移送

５・６号サブドレン設
備の運転

・2022年3月28日～：５・６号サブドレン運用開始（日中帯運転）
・2022年4月14日～：５・６号サブドレン24時間運転開始
　　　　　　　　　（処理量：１～４号サブドレン集水設備に約100m3/日移送）
・2022年4月14日～2022年5月19日：処理量変更
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約100m3/日　→　約200m3/日
・2022年5月19日～2022年6月6日：処理量変更　約100m3/日　→　約
200m3/日
・2022年6月6日～　：処理量変更　約200m3/日　→　約250m3／日
・運用中のピット：12／１３（箇所）
・現在運転停止中のサブドレンピット（No.87）
・2022年12月12日～2１日：５・６号サブドレン集水設備を全停し，計画点検を
実施。
・2023年12月7日～19日：5・6号サブドレン集水設備を全停し，計画点検を実
施。
＜今後の対応＞
・サブドレン水の移送を継続する。

現
場
作
業

５，６号機の設備維持に必要な計画点検の実施。
・５号機計画点検予定時期：2023年12月～2024年6月
・６号機計画点検予定時期：2024年6月～2024年12月
＜現在の状況＞
　D/G5B：2023年12月～2024年３月

5号使用済燃料プールからの取り出しについては、１－３号機使用済燃料プールから
の燃料取り出しのスケジュールに影響を与えないよう実施予定。

６号使用済燃料プールからの取り出しについては、１－３号機使用済燃料プールから
の燃料取り出しのスケジュールに影響を与えないよう実施予定。

（実績）
・滞留水移送・処理
（予定）
・滞留水移送・処理

建屋滞留水移送・処理

建屋内の滞留水を屋外タンクに移送後、 RO装置・浄化ユニットにて処理後、構内散
水。

＜運用状況＞
・浄化ユニット：（Ａ）・（C）・（Ｄ）運転中　／（B）待機中
　⇒２０２２年１１月　浄化ユニット移送ポンプ（A）・（Ｂ）・（Ｃ）・（Ｄ）点
検完了
＜今後の対応＞
・浄化ユニット：５・６号機建屋内滞留水処理を継続する。
・浄化ユニット（Ｂ・D）活性炭吸着交換(2023年6月20日～2023年7月5日)
・浄化ユニット(A・C)活性炭吸着交換(2023年10月10日～2023年10月13日)
・浄化ユニット(B・D)吸着塔交換(2023年10月20日～2023年10月21日)
・浄化ユニット(A・C)吸着塔交換(2024年2月15日～2024年2月16日)

滞留水移送・処理

使用済燃料の冷却継続

使用済燃料の冷却継続

（継続運転）

（継続運転）

（継続実施）

（継続運転）サブドレン水移送

5号機計画点検

6号機計画点検
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福島第⼀原⼦⼒発電所５・６号機の現状について

2024年3⽉28⽇

東京電⼒ホールディングス株式会社

（５・６号機低レベル滞留⽔の状況）



1概要

 56号機屋外（F1・F2タンクエリア）において，地震等によ
る漏洩リスクを除去するため，フランジ型タンク（B・C・
H・I・J群）の運⽤を停⽌した。

揚程確保のための中間タンク（Ｃ群）については運⽤停⽌
に併せてC群タンクバイパスラインを設置し，使⽤前検査を
完了した。検査合格証を受領後，運⽤開始予定。

フランジ型タンクＢ群，C群ともに内包⽔の抜き取りを完了
し，漏洩リスクが無い状態としている。
現在，撤去時期を調整中。



Fタンクエリア位置図 F2タンクエリア図

2Ｆ１・Ｆ２タンクエリアフランジ型タンクの運⽤停⽌

B・C群︓
運⽤停⽌し、タンク

内包⽔処理完了

 地震等による漏洩リスクを除去するため，フランジ型タンクの運⽤停⽌，及び内
包⽔処理を実施した。

 56号機（F1・F2タンクエリア）のフランジ型タンクは，B・C・H・I・J群タンク。
 H・I・J群（21基）︓運⽤停⽌・内包⽔処理完了（2022年10⽉）
 B群（4基）︓運⽤停⽌・内包⽔処理完了。（2024年2⽉）
 C群（7基）︓揚程確保の中間タンクのため，バイパスラインを新設した後に運⽤停⽌し，

内包⽔処理を完了。（2024年3⽉）

A群︓運⽤停⽌
タンク内包⽔処理完了

５・６号機建屋
低レベル滞留⽔移送

F1タンク
エリアへ

移送配管
改良完了

＜凡例＞ ︓配管取外し箇所︓移送配管（新設） ︓移送配管（既設流⽤） ︓移送配管（運⽤停⽌）



3５・６号機滞留⽔移送設備改良のスケジュール

2024年
1⽉ 2⽉ ３⽉ 4⽉

1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週 1週 2週 3週 4週

認可・検査

滞留⽔移送
設備改良

フランジ型
タンク
内包⽔
⽔抜き

認可

機械分作業（PE管布設，移送ポンプ設置等）

使⽤前検査 運⽤開始 ※合格証受領後

電気分作業（制御盤設置，ケーブル布設等）

Bタンク⽔抜き

Cタンク⽔抜き

現在

（他⼯事との調整により開始時期変更）

（⼿順⾒直しにより⼯期短縮）



4５・６号機 低レベル滞留⽔量※1の状況

地下⽔
30m3／⽇（5・6号機合計）

Ｃタンク
（運⽤停⽌）

Ｋタンク

N

Fタンクエリア貯留量
約7,500m3

５・６号機 低レベル滞留⽔量の合計約14,040m3（2024.3.25現在）

海

R/B:原⼦炉建屋
T/B:タービン建屋
RW/B:廃棄物処理建屋

6号RW/B

6号Ｔ/B 5号Ｔ/B

Ｐ

Ｐ

Ｐ

海⽔配管及びケーブルトレンチ
約1,340m3（5・6号機合計）

6号R/B 5号R/B

5号T/B，6号T/BおよびRW/B
約5,200m3（5・6号機合計）

5号
RW/B

Nタンク

５・６号サブドレン設備
24時間運転中

RO

︓地下⽔

※１︓5・6号機滞留⽔は，1－4号機滞留⽔と⽐べ放射能濃度が⼗分低いため，区別する⽬的で「低レベル滞留⽔」と記載する。

A・Bタンク
（運⽤停⽌）

Ｈ・Ｉ・Ｊタンク
（運⽤停⽌）

F1タンクエリア

F2タンクエリア

バイパスライン設置



5５・６号機 低レベル滞留⽔量の推移

• ２０１４年９⽉から２０２４年３⽉までの５・６号機 低レベル滞留⽔量の推移は以下のとおり
滞
留
⽔
量
（
ｍ
３
）

⽇付

５・６号機 低レベル滞留⽔量の推移



6５・６号機 サブドレン集⽔設備の稼働状況（2024年３⽉25⽇現在）

５･６号機
1〜4号機

免震重要棟

既設サブドレン集⽔設備

︓配管布設ルート（約1,900m）

 5・6号機サブドレン設備は2022年３⽉28⽇より運⽤（移送）を開始し、現在は24時間運転中※2

︓中継タンク設置済（2基） ︓運転中のサブドレンピット・ポンプ(9箇所)

No.90

No.89

No.87
No.80

No.74

︓停⽌中のサブドレンピット・ポンプ(4箇所)

No.75

No.84No.92

No.95

No.96

No.97

No.71

No.72

※2︓汲み上げ量の監視を⾏いながら，サブドレンピット・ポンプの運転計画を⽴てている。



以下参考

7



8＜参考＞５・６号機建屋の滞留⽔低減対策

サブドレンピット

流⼊箇所

配管貫通部

サブドレン⽔位
地表⾯－２ｍ〜８ｍ

滞留⽔⽔位
上限床上２ｍ

Ｐ

Ｐ

STEP1 STEP２ STEP３ STEP４

Ｐ

Ｐ
補修

（サブドレン⽔位低下） （配管貫通部補修）

Ｐ

Ｐ
建屋滞留⽔
汲上げ

ＰＰ

（床⾯露出） （設定位置⾼さ変更）

揚⽔ポンプ
設定位置変更

ピット健全性の確認

 ５・６号機建屋の地下⽔流⼊量を低下させるため，下記の対策を進めていく。

＜凡例＞ ︓各建屋壁⾯・構築物︓サブドレン揚⽔ポンプ ︓滞留⽔移送ポンプ ︓地⾯・⼟中ＰＰ

2024年度 2025年度 2026年度
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

主要⼯程

配管貫通部補修 STEP2

床⾯露出・建屋清掃 STEP3

サブドレン運⽤⾒直し STEP4

STEP１︓完了



Ｃタンク
（フランジタイプ）

9＜参考＞Ｃタンク停⽌後の５・６号機滞留⽔処理設備の全体概略図

︓滞留⽔ライン

浄化ユニット

K1

K2

K3

K4

K5

N3

N4

N5

N2

H1

処理⽔リサイクルライン

再浄化ライン

N1

K1／N1
タンクへ

浄化装置（キレート・ゼオライト）

ひまわり⽤貯留タンク

構内散⽔

RO

6号機T/B

油分分離装置

受⼊タンク

Aﾀﾝｸ Bﾀﾝｸ

再浄化
ライン

H , I , J

④

③
②

①

＜凡例＞ ︓処理⽔ライン ︓処理⽔リサイクルライン

【５，６号機建屋滞留⽔処理⽅法】
①︓６号機T/B⇒ N1orK1タンクへ移送
②︓浄化ユニット処理⇒N2 or N5タンクへ移送
③︓リサイクル運転により、タンク濃度を均⼀化
④︓サンプリング後、構内散⽔

︓運⽤停⽌箇所

︓運⽤停⽌ライン



10＜参考＞Ｆ１・Ｆ２タンクエリアフランジ型タンクの運⽤停⽌

＜凡例＞ ︓配管取外し箇所︓移送配管（新設） ︓移送配管（既設流⽤） ︓移送配管（運⽤停⽌）



11＜参考＞５・６号機滞留⽔移送配管改良の作業エリア写真

＜凡例＞ ︓配管取外し箇所 ︓Cタンク

融着箇所

融着箇所

①
①

②

②

③

③

④ ④

⑤

⑤

④

︓移送配管（新設） ︓移送配管（既設流⽤） ︓移送配管（運⽤停⽌）

C群タンク（横から⾒る） C群タンク（上から⾒る）


